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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第68期

第３四半期累計期間
第69期

第３四半期累計期間
第68期

会計期間
自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日

自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日

自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日

営業収益
(うち受入手数料)

(百万円)
8,424
(6,238)

12,433
(10,187)

14,062
(10,260)

純営業収益 (百万円) 8,358 12,386 13,976

経常利益 (百万円) 603 3,790 2,847

四半期(当期)純利益 (百万円) 641 3,636 2,612

持分法を適用した
場合の投資利益

(百万円) ― ― ―

資本金 (百万円) 12,272 12,272 12,272

発行済株式総数 (千株) 77,289 77,289 77,289

純資産額 (百万円) 28,593 37,266 33,696

総資産額 (百万円) 49,452 71,601 58,636

１株当たり四半期(当
期)純利益金額

(円) 8.66 49.05 35.24

潜在株式調整後１株当
たり四半期(当期)純利
益金額

(円) ─ ― ―

１株当たり配当額 (円) ― 7.0 12.0

自己資本比率 (％) 57.8 52.0 57.5

自己資本規制比率 (％) 602.7 609.3 582.8
 

　

回次
第68期

第３四半期会計期間
第69期

第３四半期会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

１株当たり四半期純利
益金額

(円) 8.36 17.10
 

(注) １　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、四半期連結累計期間等に係る主要な経営指標等の

推移については、記載しておりません。

２　営業収益には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま
せん。

４　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項の

うち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第３四半期累計期間のわが国経済は、円高の是正や海外経済の回復を背景に輸出が持ち直し、緩や

かながらも改善しました。５月下旬以降、新興国経済における先行き不安から景況感の見通しに不透明

感が漂う場面もありましたが、９月初旬に2020年のオリンピック開催地が東京に決定すると、政府の成

長戦略への期待とも重なり、個人の消費マインドは底堅く推移し、公共投資や住宅投資も増加しまし

た。

当第３四半期累計期間の国内株式市場は、新政権による金融政策や各種経済対策への期待感から、上

昇傾向を維持して始まりました。５月下旬には、日経平均株価は16,000円台目前まで上昇しましたが、

バーナンキ米FRB議長が資産買い入れペースの縮小スケジュールに言及したことをきっかけに、わが国

株式市場も売り圧力が優勢となりました。しかし、アベノミクスへの期待感も引き続き強く、株式市場

は総じて底堅い動きとなりました。2013年12月半ばに米連邦公開市場委員会（FOMC）が、「量的緩和政

策の縮小」を決定しましたが、そのペースは緩やかなものと受け止められ、先進国を中心に世界の株価

指数は戻りに転じ、日経平均株価も上昇しました。このような中、当第３四半期会計期間末の日経平均

株価は、平成25年３月末比31.4％高の16,291円31銭となり、終値としては2013年の高値で取引を終えま

した。

このような環境下、当第３四半期累計期間の業績は、営業収益が124億33百万円(前第３四半期累計期

間比 147.6％)と増加し、営業収益より金融費用46百万円(同 70.5％)を控除した純営業収益は、123億

86百万円(同 148.2％)となりました。また、販売費・一般管理費は89億83百万円(同 111.4％)となり、

その結果、営業利益は34億３百万円(同 1,143.9％)、経常利益は37億90百万円(同 628.5％)、四半期純

利益は36億36百万円(同 566.4％)となりました。

主な概況は以下のとおりであります。

　
① 受入手数料：当第３四半期累計期間の受入手数料の合計は、101億87百万円(前第３四半期累計期間

比 163.3％)となりました。
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（委託手数料）　　　　　　

「委託手数料」は、59億19百万円(同 198.4％)となりました。これは、株券委託売買金額が9,738

億円(同 211.0％)と増加したことにより、株式の委託手数料が58億80百万円(同 198.5％)となった

ことによるものです。なお、その他の委託手数料は39百万円(同 192.4%)となりました。

　
（引受け・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等の手数料）

「引受け・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等の手数料」は、33百万円(同 58.1％)となりまし

た。

　
（募集・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等の取扱手数料、その他の受入手数料）

主に投資信託の販売手数料で構成される「募集・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等の取扱手数

料」は、27億49百万円(同 128.6％)となりました。これは、ハイ・イールド債や高配当成長株を主な

投資対象とする投資信託の販売が好調だったことによるものです。また、「その他の受入手数料」

は、投資信託の代行手数料の増加やファンドラップ手数料の増加等により14億84百万円(同 140.3％)

となりました。

　
② トレーディング損益：当第３四半期累計期間のトレーディング損益は、株券等は２億１百万円(前第

３四半期累計期間比 202.2％)、債券・為替等は17億92百万円(同 96.3％)となり、合計で19億93百

万円(同 101.7％)となりました。

　
③ 金融収支：当第３四半期累計期間の金融収益は、信用取引収益の増加等により２億13百万円(前第３

四半期累計期間比 114.0％)、金融費用は信用取引費用の減少等により46百万円(同 70.5％)で差引

収支は１億67百万円(同 137.7％)の利益となりました。

　
④ 販売費・一般管理費 ：当第３四半期累計期間の販売費・一般管理費は、事務委託費や人件費が増加

したことなどにより、89億83百万円(前第３四半期累計期間比 111.4％)となりました。

　
⑤ 特別損益：当第３四半期累計期間の特別利益は、投資有価証券売却益５億70百万円(前第３四半期累

計期間実績 １億33百万円)となりました。また特別損失は、金融商品取引責任準備金繰入れ19百万

円(同 ―百万円)となり、差引５億50百万円の利益(同 92百万円の利益)となりました。

　

(2) 財政状態の分析

① 流動資産

当第３四半期会計期間の流動資産は、前事業年度に比べ91億56百万円増加し、545億54百万円となり

ました。これは、現金・預金が101億82百万円、預託金が14億99百万円増加したことなどによるもので

す。

　

② 固定資産

当第３四半期会計期間の固定資産は、前事業年度に比べ38億８百万円増加し、170億46百万円となり

ました。これは、保険積立金が２億48百万円減少する一方、投資有価証券が39億30百万円、器具・備品

が１億23百万円増加したことなどによるものです。
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③ 流動負債

当第３四半期会計期間の流動負債は、前事業年度に比べ86億21百万円増加し、287億77百万円となり

ました。これは、預り金が100億13百万円、未払法人税等が２億31百万円、受入保証金が92百万円増加

したことなどによるものです。

　

④ 固定負債及び特別法上の準備金

当第３四半期会計期間の固定負債及び特別法上の準備金は、前事業年度に比べ７億73百万円増加し、

55億56百万円となりました。これは、繰延税金負債が７億49百万円増加したことなどによるものです。

　

⑤ 純資産

当第３四半期会計期間の純資産は、前事業年度に比べ35億69百万円増加し、372億66百万円となりま

した。これは、剰余金の配当で14億８百万円減少する一方、四半期純利益で36億36百万円を計上すると

ともに、その他有価証券評価差額金が13億49百万円増加したことなどによるものです。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた

課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

　

(5) 従業員数

当第３四半期累計期間において、従業員数の著しい変動はありません。

　

(6) 主要な設備

当第３四半期累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前事業年度末における計

画の著しい変更はありません。
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(7) 経営成績に重要な影響を与える要因についての分析

当社の純営業収益は受入手数料、トレーディング損益、金融収支、その他の営業収益からなっており

ます。当第３四半期累計期間のこれらの占める割合は受入手数料82.2％、トレーディング損益16.1％、

金融収支1.4％、その他の営業収益0.3％となっております。このことから当社の収益は受入手数料に依

存しているといえます。

また受入手数料は、委託手数料、引受け・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等の手数料、募集・売

出し・特定投資家向け売付け勧誘等の取扱手数料、その他の受入手数料からなっており、これらの純営

業収益に占める割合は委託手数料47.8％、引受け・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等の手数料

0.2％、募集・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等の取扱手数料22.2％、その他の受入手数料12.0％

となっております。

委託手数料は株式市場の変動、特に売買代金に多大な影響を受けます。また、募集・売出し・特定投

資家向け売付け勧誘等の取扱手数料についても、投資信託の販売額が市場変動の影響を受けておりま

す。

一方、費用の大部分を占める販売費・一般管理費については、当社の場合、収入の増減との連動性は

低く、正比例的に増減するものではありません。以上のことから当社においては、委託手数料と募集・

売出し・特定投資家向け売付け勧誘等の取扱手数料の増減が経営成績に重要な影響を与えております。

従って、株式市場等の変動に当社の経営成績は重要な影響を受けております。

　

(8) 資本の財源及び資金の流動性に係る情報

当社の運転資金は、主に借入金及び自己資本で賄っております。また、現金・預金については、当第

３四半期会計期間で253億64百万円有しており、今後の設備及び有価証券等への投資を考慮しても、十

分な流動性を確保していると考えております。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 194,600,000

計 194,600,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 77,289,033 77,289,033
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 77,289,033 77,289,033 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
　

(百万円)

資本金残高
　

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成25年12月31日 ─ 77,289 ─ 12,272 ─ 4,294
 

　
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年９月30日)に基づく株主名簿により記

載しております。

① 【発行済株式】

平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

3,162,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

73,543,000
73,543 ―

単元未満株式
普通株式

584,033
― ―

発行済株式総数 77,289,033 ― ―

総株主の議決権 ― 73,543 ―
 

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式426株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)
水戸証券株式会社

東京都中央区日本橋
２―３―10

3,162,000 ─ 3,162,000 4.09

計 ― 3,162,000 ─ 3,162,000 4.09
 

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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３ 【業務の状況】

(1)　受入手数料の内訳

　

期別 区分
株券

(百万円)
債券

(百万円)
受益証券
(百万円)

その他
(百万円)

計
(百万円)

前第３四半期
累計期間

(自平成24年４月１日

至平成24年12月31日)

委託手数料 2,963 0 17 2 2,983

引受け・売出し・特定投資家
向け売付け勧誘等の手数料

54 4 ― ― 58

募集・売出し・特定投資家向
け売付け勧誘等の取扱手数料

0 4 2,133 ― 2,138

その他の受入手数料 23 2 1,027 5 1,057

計 3,040 11 3,178 7 6,238

当第３四半期
累計期間

(自平成25年４月１日

至平成25年12月31日)

委託手数料 5,880 0 39 ― 5,919

引受け・売出し・特定投資家
向け売付け勧誘等の手数料

31 2 ― ― 33

募集・売出し・特定投資家向
け売付け勧誘等の取扱手数料

0 8 2,740 ― 2,749

その他の受入手数料 25 0 1,449 8 1,484

計 5,937 11 4,229 8 10,187
 

　
(2)　トレーディング損益の内訳

 

区分

前第３四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日)

実現損益
(百万円)

評価損益
(百万円)

計
(百万円)

実現損益
(百万円)

評価損益
(百万円)

計
(百万円)

株券等 99 △0 99 201 ― 201

債券等 1,698 130 1,828 1,655 △46 1,609

為替等 171 △139 32 94 88 183

計 1,969 △8 1,960 1,950 42 1,993
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(3) 自己資本規制比率

　

区分
前事業年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

基本的項目(百万円) (A) 29,252 32,362

補完的項目
(百万円)

その他有価証券
評価差額金(評価益)等

 3,554 4,904

金融商品取引責任準備金等 68 88

一般貸倒引当金  ― ―

計 (B) 3,622 4,992

控除資産(百万円) (C) 5,207 5,224

固定化されていない自己資本の額(百万円)
(A)＋(B)－(C)

(D) 27,668 32,130

リスク相当額
(百万円)

市場リスク相当額  1,794 2,050

取引先リスク相当額  354 364

基礎的リスク相当額  2,598 2,858

計 (E) 4,747 5,272

自己資本規制比率(％)　　(D)／(E)×100  582.8 609.3
 

 (注) 金融商品取引法第46条の６第１項の規定に基づき、「金融商品取引業等に関する内閣府令」の定めにより、決

算数値をもとに算出したものであります。

前事業年度の市場リスク相当額の月末平均額は1,227百万円、月末最大額は1,794百万円、取引先リスク相当額

の月末平均額は299百万円、月末最大額は374百万円であります。

当第３四半期会計期間の市場リスク相当額の月末平均額は1,837百万円、月末最大額は2,129百万円、取引先リ

スク相当額の月末平均額は372百万円、月末最大額は421百万円であります。

　
(4) 有価証券の売買等業務の状況

①　有価証券の売買の状況(先物取引を除く)

当第３四半期累計期間及び前第３四半期累計期間における有価証券の売買の状況(先物取引を除

く)は次のとおりであります。

(イ)　株券

　

期別 受託(百万円) 自己(百万円) 合計(百万円)

前第３四半期累計期間
(自　平成24.４.１
　至　平成24.12.31)

461,547 530,252 991,800

当第３四半期累計期間
(自　平成25.４.１
　至　平成25.12.31)

973,853 23,253 997,106
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(ロ)　債券

　

期別 受託(百万円) 自己(百万円) 合計(百万円)

前第３四半期累計期間
(自　平成24．４．１
　至　平成24．12．31)

73 179,724 179,798

当第３四半期累計期間
(自　平成25．４．１
　至　平成25．12．31)

39 134,691 134,730

 

　
(ハ)　受益証券

　

期別 受託(百万円) 自己(百万円) 合計(百万円)

前第３四半期累計期間
(自　平成24．４．１
　至　平成24．12．31)

2,583 142 2,726

当第３四半期累計期間
(自　平成25．４．１
　至　平成25．12．31)

10,585 150 10,736

 

　

(ニ)　その他

　

期別 受託(百万円) 自己(百万円) 合計(百万円)

前第３四半期累計期間
(自　平成24．４．１
　至　平成24．12．31)

0 ― 0

当第３四半期累計期間
(自　平成25．４．１
　至　平成25．12．31)

29 0 30

 

　
②　証券先物取引等の状況

当第３四半期累計期間及び前第３四半期累計期間における証券先物取引等の状況は次のとおりで

あります。

(イ)　株式に係る取引

　

期別

先物取引(百万円) オプション取引(百万円)
合計

(百万円)
受託 自己 受託 自己

前第３四半期累計期間
(自　平成24．４．１
　至　平成24．12．31)

― 4,913,401 10,348 ― 4,923,750

当第３四半期累計期間
(自　平成25．４．１
　至　平成25．12．31)

― ― 3,197 ― 3,197
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(ロ)　債券に係る取引

　

期別
先物取引(百万円) オプション取引(百万円)

合計
(百万円)

受託 自己 受託 自己

前第３四半期累計期間
(自　平成24．４．１
　至　平成24．12．31)

─ 2,854,699 ─ ─ 2,854,699

当第３四半期累計期間
(自　平成25．４．１
　至　平成25．12．31)

― ― ― ― ―

 

　
(5) 有価証券の引受け及び売出し並びに特定投資家向け売付け勧誘等並びに有価証券の募集、売出し及び

私募の取扱い並びに特定投資家向け売付け勧誘等の取扱いの状況

当第３四半期累計期間及び前第３四半期累計期間における有価証券の引受け及び売出し並びに特

定投資家向け売付け勧誘等並びに有価証券の募集、売出し及び私募の取扱い並びに特定投資家向け

売付け勧誘等の取扱いの状況は次のとおりであります。

①　株券

　

期別
引受高
(百万円)

売出高
(百万円)

特定投資家向

け売付け勧誘

等の総額

(百万円)

募集の
取扱高
(百万円)

売出しの
取扱高
(百万円)

私募の
取扱高
(百万円)

特定投資家向

け売付け勧誘

等の取扱高

(百万円)

前第３四半期累計期間
(自　平成24．４．１
　至　平成24．12．31)

2,679 2,710 ― ― 0 ― ―

当第３四半期累計期間
(自　平成25．４．１
　至　平成25．12．31)

875 804 ― ― 2 ― ―

 

　
②　債券

　

期別 種類
引受高
(百万円)

売出高
(百万円)

特定投資家向

け売付け勧誘

等の総額

(百万円)

募集の
取扱高
(百万円)

売出しの
取扱高
(百万円)

私募の
取扱高
(百万円)

特定投資家向

け売付け勧誘

等の取扱高

(百万円)

前第３四半期

累計期間

(自　平成24.４.１

　至　平成24.12.31)

国債 ─ ─ ─ 1,230 ─ ─ ─

地方債 650 ─ ─ 650 ─ ─ ─

特殊債 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

社債 520 ─ ─ 720 ─ ─ ─

外国債 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

合計 1,170 ─ ─ 2,600 ─ ─ ─

当第３四半期

累計期間

(自　平成25.４.１

　至　平成25.12.31)

国債 ― ― ― 3,176 ― ― ―

地方債 650 ― ― 650 ― ― ―

特殊債 ― ― ― ― ― ― ―

社債 200 ― ― 200 ― ― ―

外国債 ― ― ― ― ― ― ―

合計 850 ― ― 4,026 ― ― ―
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③　受益証券

　

期別
引受高
(百万円)

売出高
(百万円)

特定投資家向

け売付け勧誘

等の総額

(百万円)

募集の
取扱高
(百万円)

売出しの
取扱高
(百万円)

私募の
取扱高
(百万円)

特定投資家向

け売付け勧誘

等の取扱高

(百万円)

前第３四半期累計期間
(自　平成24.４.１
　至　平成24.12.31)

─ ─ ─ 254,764 ─ ― ─

当第３四半期累計期間
(自　平成25.４.１
　至　平成25.12.31)

― ― ― 385,171 ― ― ―

 

　
④　その他

　

期別 種類
引受高
(百万円)

売出高
(百万円)

特定投資家向

け売付け勧誘

等の総額

(百万円)

募集の
取扱高
(百万円)

売出しの
取扱高
(百万円)

私募の
取扱高
(百万円)

特定投資家向

け売付け勧誘

等の取扱高

(百万円)

前第３四半期

累計期間

(自　平成24.４.１

至　平成24.12.31)

コマーシャル

・ペーパー
1,000 ─ ─ ─ ─ 1,000 ─

外国証書 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

その他 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

当第３四半期

累計期間

(自　平成25.４.１

至　平成25.12.31)

コマーシャル

・ペーパー
400 ― ― ― ― 400 ―

外国証書 ― ― ― ― ― ― ―

その他 ― ― ― ― ― ― ―
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年８

月10日内閣府令第63号)に基づき、「金融商品取引業等に関する内閣府令」(平成19年８月６日内閣府令第

52号)及び「有価証券関連業経理の統一に関する規則」(昭和49年11月14日付日本証券業協会自主規制規

則)に準拠して作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成25年10月１日か

ら平成25年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日まで)に係る

四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社には子会社がありませんので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：百万円)

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金・預金 15,182 25,364

預託金 10,901 12,400

トレーディング商品 2,797 2,063

商品有価証券等
※1 2,797 ※1 2,063

信用取引資産 13,197 12,329

信用取引貸付金 12,977 12,084

信用取引借証券担保金 219 245

募集等払込金 2,738 1,854

その他の流動資産 581 541

流動資産計 45,397 54,554

固定資産

有形固定資産 3,912 4,023

建物 2,155 2,114

その他（純額） 1,756 1,908

無形固定資産 131 148

投資その他の資産 9,194 12,875

投資有価証券 8,140 12,071

長期差入保証金 769 769

その他 302 51

貸倒引当金 △18 △18

固定資産計 13,238 17,046

資産合計 58,636 71,601
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

約定見返勘定 2,145 1,655

信用取引負債 1,371 1,204

信用取引借入金 663 517

信用取引貸証券受入金 708 687

預り金 10,262 20,275

受入保証金 1,205 1,298

短期借入金 2,970 2,820

未払法人税等 346 578

賞与引当金 1,022 272

役員賞与引当金 － 41

その他の流動負債 832 632

流動負債計 20,156 28,777

固定負債

長期未払金 345 345

繰延税金負債 1,496 2,245

退職給付引当金 2,494 2,471

資産除去債務 322 327

その他の固定負債 56 78

固定負債計 4,714 5,468

特別法上の準備金

金融商品取引責任準備金 68 88

特別法上の準備金計 68 88

負債合計 24,939 34,334

純資産の部

株主資本

資本金 12,272 12,272

資本剰余金

資本準備金 4,294 4,294

その他資本剰余金 4,342 4,342

資本剰余金合計 8,637 8,637

利益剰余金

その他利益剰余金 10,246 12,474

別途積立金 7,247 7,247

繰越利益剰余金 2,998 5,226

利益剰余金合計 10,246 12,474

自己株式 △1,014 △1,021

株主資本合計 30,142 32,362

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 3,554 4,904

評価・換算差額等合計 3,554 4,904

純資産合計 33,696 37,266

負債・純資産合計 58,636 71,601
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

営業収益

受入手数料 6,238 10,187

委託手数料 2,983 5,919

引受け・売出し・特定投資家向け売付け勧誘
等の手数料

58 33

募集・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等
の取扱手数料

2,138 2,749

その他の受入手数料 1,057 1,484

トレーディング損益
※1 1,960 ※1 1,993

金融収益 187 213

その他の営業収益 38 38

営業収益計 8,424 12,433

金融費用 66 46

純営業収益 8,358 12,386

販売費・一般管理費

取引関係費 818 881

人件費 4,417 4,772

不動産関係費 1,000 993

事務費 1,218 1,725

減価償却費 346 326

租税公課 99 105

その他 159 179

販売費・一般管理費計 8,060 8,983

営業利益 297 3,403

営業外収益

受取配当金 108 151

雑収入
※2 221 ※2 254

営業外収益計 329 405

営業外費用

雑損失
※3 23 ※3 18

営業外費用計 23 18

経常利益 603 3,790

特別利益

金融商品取引責任準備金戻入 10 －

投資有価証券売却益 133 570

特別利益計 143 570

特別損失

金融商品取引責任準備金繰入れ － 19

固定資産廃棄損 1 －

減損損失 11 －

システム契約解約損 38 －

特別損失計 51 19

税引前四半期純利益 695 4,340

法人税、住民税及び事業税 51 706

法人税等調整額 1 △1
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法人税等合計 53 704

四半期純利益 641 3,636
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
※１　商品有価証券等の内訳
　

　 前事業年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

(資産) 　 　

　株券 0百万円 0百万円

 債券 2,797 2,063

　計 2,797 2,063
 

　

(四半期損益計算書関係)

　
※１　トレーディング損益の内訳

　
　 前第３四半期累計期間

(自　平成24年４月１日
 至　平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
 至　平成25年12月31日)

株券等 　 　

　実現損益 99百万円 201百万円

　評価損益 △0 ―

債券等   

　実現損益 1,698 1,655

　評価損益 130 △46

為替等   

　実現損益 171 94

　評価損益 △139 88

　計　 1,960 1,993
 

　
※２　雑収入の内訳
　

　 前第３四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
 至　平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
 至　平成25年12月31日)

受取賃貸料 76百万円 78百万円

為替差益 117 135

その他　 27 40

計 221 254
 

　
※３　雑損失の内訳
　

　 前第３四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
 至　平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
 至　平成25年12月31日)

投資事業組合損 23百万円 5百万円

その他　 0 13

計 23 18
 

　
　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計

期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

　  前第３四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
 至　平成24年12月31日)

 当第３四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
 至　平成25年12月31日)

減価償却費 346百万円 326百万円
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(株主資本等関係)

　

前第３四半期累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 185 2.5 平成24年３月31日 平成24年６月29日
 

 
当第３四半期累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成25年６月26日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 889 12.0 平成25年３月31日 平成25年６月27日

平成25年10月29日
取締役会

普通株式 利益剰余金 518 7.0 平成25年９月30日 平成25年12月２日
 
 

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、投資・金融サービス業の単一セグメントであるため、セグメント情報については記載を

省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期累計期間

(自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 8円66銭 49円5銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(百万円) 641 3,636

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額
(百万円)

641 3,636

普通株式の期中平均株式数(千株) 74,146 74,128
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

　第69期(平成25年４月１日から平成26年３月31日まで)中間配当について、平成25年10月29日開催の取締役

会において、平成25年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議

いたしました。

① 配当金の総額 518百万円

② １株当たりの金額 ７円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成25年12月２日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任監査法人トーマツ

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   奈   尾   光   浩   印

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   安   藤   　   武   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年１月31日

水戸証券株式会社

取締役会  御中

 

　

 

　
 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている水

戸証券株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第69期事業年度の第３四半期会計期間(平

成25年10月１日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31

日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半

期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半

期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、水戸証券株式会社の平成25年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告書

提出会社が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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